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茂
原
地
域
が
世
界
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

茂
原
地
域
の
天
然
ガ
ス
は
、
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
世
界

的
な
ヨ
ー
ド
の
生
産
地
で
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

天
然
ガ
ス
と
と
も
に
湧
出
す
る
地
下
水
か
ら
ヨ
ー
ド
を
産
出
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
生
産
量
は
世
界
で
も
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。
な
お
、
ヨ
ー

ド
は
元
素
名
で
は
「
ヨ
ウ
素
」
が
一
般
的
で
す
が
、
地
域
の
生
産
者
の

呼
び
慣
れ
た
「
ヨ
ー
ド
」
で
記
述
し
ま
す
。

第

号
86

☎（ 2 0）1 5 5 9
生涯学習課

生涯学習
情報
●連絡先●

（
次
頁
↖
）

〇
知
ら
ず
に
過
ご
し
て

ヨ
ー
ド
っ
て
何
だ
！
傷
手
当
で

お
世
話
に
な
る
ヨ
ー
ド
チ
ン
キ
の

主
成
分
で
す
が
、
傷
手
当
だ
け
で

な
く
私
た
ち
に
欠
か
せ
な
い
重
要

な
も
の
で
す
。
人
は
頸
部
の
甲
状

腺
（
図
参
照
）
か
ら
発
育
や
新
陳

代
謝
の
た
め
の
ホ
ル
モ
ン
を
分
泌

し
て
お
り
、
ヨ
ー
ド
は
必
須
成
分

な
の
で
す
。
幸
い
に
も
日
本
は
海

に
囲
ま
れ
て
お
り
、
主
に
海
産
物

か
ら
ヨ
ー
ド
を
得
て
い
る
の
で
、

ヨ
ー
ド
を
意
識
せ
ず
に
過
ご
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
世
界
の
大
陸

や
山
岳
地
域
で
は
ヨ
ー
ド
が
得
ら

れ
ず
、
そ
の
不
足
に
よ
る
弊
害
が

あ
る
そ
う
で
す
。

〇
天
然
ガ
ス
と
か
ん
水

茂
原
地
域
の
天
然
ガ
ス
は
水
溶

性
天
然
ガ
ス
で
あ
り
、
砂
岩
と
泥

岩
と
の
互
層
か
ら
成
る
今
か
ら
約

３
０
０
万
～
40
万
年
前
の
地
層
か

ら
産
出
し
て
い
ま
す
。

そ
の
鉱
床
は
深
海
に
多
量
の
有

機
物
を
含
む
泥
質
物
が
堆
積
、
化

学
的
に
還
元
分
解
さ
れ
ガ
ス
と
な

り
、
ガ
ス
散
逸
の
少
な
い
条
件
下
で

鉱
床
が
形
成
さ
れ
、
ま
た
ガ
ス
田
の

ガ
ス
を
含
む
地
下
水
は
古
代
の
地
下

水
で
雨
水
の
浸
透
を
ほ
と
ん
ど
受
け

て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ガ
ス
を
含
ん
だ
地
下
水
は
「
か

ん
水
」
と
呼
ば
れ
、
か
ん
水
か
ら

ヨ
ー
ド
を
採
り
出
し
て
い
ま
す
。

〇
海
草
か
ら
始
ま
っ
た

初
期
の
ヨ
ー
ド
生
産
は
、
世
界

各
地
で
海
草
を
燃
や
し
た
灰
か
ら

採
取
さ
れ
ま
し
た
。
千
葉
県
で
も

明
治
30
年
代
以
降
は
南
房
総
の
海

草
か
ら
生
産
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
10
年
に
大
多
喜

ヨード不足を支援
アメリカなどでは食塩にヨード

を添加したものが出回っているそう

です。また、千葉県はヨウ素工業会

と協力してヨード欠乏症に苦しむモ

ンゴル、カンボジアやスリランカに

ヨード支援事業を行っています。

町
で
天
然
ガ
ス
の
か
ん
水
か
ら

ヨ
ー
ド
生
産
が
始
ま
り
、
海
草
灰

に
比
べ
て
有
利
な
経
済
性
か
ら
、

ま
も
な
く
九
十
九
里
地
帯
に
も
生

産
が
広
ま
り
ま
し
た
。

現
在
、
ヨ
ー
ド
の
生
産
量
は
、

南
米
チ
リ
が
ト
ッ
プ
で
、
チ
リ
硝

石
か
ら
採
取
し
ま
す
。

日
本
は
２
位
で
こ
の
二
国
で
世

界
の
９
割
を
占
め
、
国
内
生
産
の

約
８
割
が
千
葉
県
で
産
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
地
中
の
構
成
で
は
帯
水

層
が
東
京
湾
を
囲
む
よ
う
に
広
が

り
、
そ
の
下
の
ガ
ス
層
が
九
十
九

里
の
一
帯
に
集
中
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
生
産
地
が
九
十
九
里
浜
に

沿
っ
て
点
在
し
て
い
ま
す
。

ヨード生産プロセス

南関東ガス田
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〇
あ
れ
に
も
こ
れ
に
も

ヨ
ー
ド
の
主
な
用
途
は
医
用
と

工
業
用
で
、
医
用
で
は
、
血
管
造

影
剤
や
医
薬
品
な
ど
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
工
業
用
で
は
、
液
晶
テ

レ
ビ
や
触
媒
、
ナ
イ
ロ
ン
安
定
剤

ヨードの用途

に
使
い
ま
す
。
次
に
多
い
の
が
殺

菌
防
カ
ビ
剤
な
ど
で
す
。

次
に
そ
の
他
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
太
陽
電
池
や
宇
宙
船
で

の
排
水
の
再
利
用
に
利
用
さ
れ
る

な
ど
、
新
し
い
用
途
が
開
発
さ
れ

て
い
ま
す
。今
後
、ま
す
ま
す
用
途

が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

【
参
考
文
献
】

　

ト
コ
ト
ン
や
さ
し
い
ヨ
ウ
素
の
本

日
刊
工
業
新
聞
社

　

千
葉
県
地
学
の
ガ
イ
ド	

コ
ロ
ナ
社

　

理
化
学
辞
典	

岩
波
書
店

【
取
材
協
力
】

　

関
東
天
然
瓦
斯
開
発
株
式
会
社

突
然
で
す
が
２
０
０
㎖
の
飲

み
残
し
た
牛
乳
が
ど
の
く
ら
い

薄
ま
っ
た
ら
魚
が
住
め
る
よ
う

に
な
る
と
思
い
ま
す
か
？　

正
解
は
浴
槽
10
杯
分
。
使
用

済
み
の
天
ぷ
ら
油
５
０
０
㎖
に

は
な
ん
と
３
３
０
杯
分
が
必
要

で
す
。
茂
原
市
で
も
下
水
設
備

の
な
い
農
村
地
域
で
は
、
家
庭

の
排
水
か
ら
河
川
の
汚
染
が
進

ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た

め
、
特
に
農
業
が
盛
ん
な
地
域

を
対
象
に
農
村
地
域
専
用
の
下

水
道
と
し
て
「
農
業
集
落
排
水

事
業
」
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
使
命
は
、
家
庭
か
ら
出

ヨードの記号と呼び名
ヨードの元素記号は「I」気体が紫色となるためギリシャ語

のすみれ色（ｉｏｅｉｄｅｓ）の頭文字から決められました。

ヨードは、ドイツ語“Ｊｏｄ”から漢字の表示で＜沃度＞

となり、カナ表示では＜ヨード＞に。

ご存じですか？
この蓋

る
生
活
雑
排
水
を
集
め
、
地
中
に

埋
ま
る
管
に
集
め
て
運
び
、
地
域

ご
と
に
設
け
た
処
理
場
で
、
き
れ

い
な
水
に
し
て
川
へ
戻
し
環
境
を

守
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

茂
原
市
で
は
、
東
郷
地
区
と
豊

岡
地
区
に
写
真
の
よ
う
な
マ
ン

ホ
ー
ル
の
蓋
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ

の
蓋
は
現
在
、
１
６
７
３
個
が

点
在
し
、
事
業
は
県
下
最
大
規

模
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
蓋
を
見
か
け
た
ら
、
そ

の
下
に
農
村
地
域
を
き
れ
い
に

し
て
い
る
下
水
道
が
あ
る
こ
と

に
思
い
を
馳
せ
て
み
て
く
だ
さ

い
。現

在
、
市
内
の
農
業
集
落
排

水
事
業
の
接
続
率
は
72
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

農
家
を
始
め
と
す
る
、
み
な
さ

ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
接
続

率
１
０
０
％
を
目
指
し
て
農
村

地
域
を
元
気
に
し
て
い
き
ま

す
。

（
農
政
課
）

図
書
館
で
は
、「
赤
ち
ゃ
ん
や

小
さ
な
子
ど
も
が
い
て
も
図
書
館

で
ゆ
っ
く
り
で
き
た
ら
い
い
」
と

い
う
子
育
て
世
代
を
支
援
す
る

「
シ
ョ
ー
ト
託
児
サ
ー
ビ
ス
」
が

６
月
か
ら
実
施
さ
れ
、
好
評
を
得

て
い
ま
す
。「
子
ど
も
を
安
心
し

て
預
け
ら
れ
て
ゆ
っ
く
り
本
を
選

べ
た
」「
育
児
中
に
一
息
つ
け
て
良

か
っ
た
」
等
の
嬉
し
い
声
が
聞
か

れ
、
図
書
館
を
よ
り
身
近
に
感
じ

て
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
い
る
親

子
も
多
い
よ
う
で
す
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
毎
月
第

１
、２
、４
火
曜
日
の
10
時
～
14
時

で(

利
用
時
間
は
１
時
間
）、
第
３

火
曜
日
に
は
「
赤
ち
ゃ
ん
と
い
っ

し
ょ
の
お
は
な
し
会
」
を
行
っ
て

お
り
、
ま
さ
に
「
火
曜
日
は
赤

ち
ゃ
ん
の
日
」
で
す
。

こ
の
子
ど
も
た
ち
が
、
い
つ
か

本
の
楽
し
さ
に
出
会
え
る
日
が
来

る
の
が
待
ち
遠
し
い
で
す
ね
。

お
問
い
合
わ
せ

茂
原
市
立
図
書
館 

☎
㉓
６
１
５
１

ヨード（ヨウ素）は
原子番号53のハロゲン属元素

常温では暗紫色の結晶
気化（昇華）するため保管に留意

火
曜
日
は

　
赤
ち
ゃ
ん
の
日



Life Information くらしの情報コーナー

国
民
健
康
保
険
税
の
口
座
振
替

手
続
き
が
銀
行
印
不
要
に
！

国
民
健
康
保
険
税
の
口
座
振
替

手
続
き
が
、
市
の
窓
口
で
簡
単
に
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
を
10
月
3
日
㊊
か

ら
開
始
し
ま
す
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
が
あ
れ
ば
手
続
き
可
能
で
す
。

国
保
年
金
課
・
収
税
課
・
本
納

支
所
で
、
専
用
端
末
に
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
通
し
、
暗
証
番
号

を
入
力
す
る
こ
と
で
、
口
座
確
認

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

口
座
振
替
依
頼
書
の
記
入
は
従

来
ど
お
り
必
要
で
す
が
、
振
替
開

始
が
最
短
当
月
末
、
遅
く
と
も
翌

月
末
と
な
り
（
従
来
は
早
く
て
も

翌
々
月
末
振
替
開
始
）、
開
始
ま

で
の
期
間
が
省
略
で
き
ま
す
。

※
金
融
機
関
で
の
お
申
し
込
み
方

法
は
従
来
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

◆
対
象
金
融
機
関

千
葉
銀
行
、
み
ず
ほ
銀
行
、
三

菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、
三
井
住
友

銀
行
、
り
そ
な
銀
行
、
埼
玉
り
そ

な
銀
行
、
千
葉
興
業
銀
行
、
京
葉

銀
行
、
銚
子
信
用
金
庫
、
房
総
信

用
組
合
、
中
央
労
働
金
庫
、
ゆ
う

ち
ょ
銀
行

と
国
保
年
金
課
（
2
階
）

☎
⒇
1
５
０
３
、
Ｆ
⒇
１
６
０
０

収
税
課
（
２
階
） 

☎
⒇
１
５
７
８
、
Ｆ
⒇
１
６
０
９

国
民
年
金
保
険
料
の
お
支
払
い

は
、お
得
な「
前
納
割
引
」で
！

国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者
お

よ
び
任
意
加
入
被
保
険
者
の
平
成

28
年
度
の
1
カ
月
あ
た
り
の
保
険

料
は
1
万
６
２
６
０
円
で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
を
、
ま
と
め

て
前
払
い
（
前
納
）
す
る
と
割
引

が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
10
月
分
か
ら
3
月
分

の
保
険
料
を
10
月
末
ま
で
に
前
納

す
る
と
9
万
７
５
６
０
円
の
と
こ

ろ
が
9
万
６
７
７
０
円
（
７
９
０

円
割
引
）、
付
加
込
保
険
料
で

9
万
９
９
６
０
円
の
と
こ
ろ
が

9
万
９
１
５
０
円
（
８
１
０
円
割

引
）
と
な
り
、
お
得
で
す
。
た
だ

し
、
納
付
す
る
に
は
前
納
用
の
納

付
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
す
で

に
お
持
ち
で
あ
れ
ば
そ
の
ま
ま
お

使
い
い
た
だ
け
ま
す
が
、
お
手
元

に
な
い
方
は
千
葉
年
金
事
務
所

☎
０
４
３（
２
４
２
）６
３
２
０
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
口
座
振
替
の
場
合
は
、
割
引
額

が
異
な
り
ま
す
。

と
国
保
年
金
課
（
2
階
）

☎
⒇
1
５
０
３
、
Ｆ
⒇
１
６
０
０

介
護
施
設
見
学
会
を
開
催
し
ま
す

介
護
職
の
理
解
を
深
め
、
介
護

人
材
の
確
保
を
図
る
た
め
、
就
職

希
望
者
を
対
象
に
、
施
設
見
学
会

を
実
施
し
ま
す
。

期
日=

10
月
18
日
㊋
、26
日
㊌
／

時
間=

８
時
50
分
市
役
所
1
階
受

付
前
集
合
、
9
時
30
分
～
施
設
見

学
、
12
時
30
分
頃
終
了
予
定
／

場
所=

市
内
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
／
申
込
方
法=

氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
住
所
・
電
話
番
号
・
参
加

希
望
日
を
明
記
の
上
、
高
齢
者
支

援
課
に
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

と

高
齢
者
支
援
課
（
2
階
）

☎
⒇
１
５
７
２
、
Ｆ
⒇
１
６
１
０

Ｍkourei@
city.m

obara.chiba.jp

違
反
建
築
防
止
週
間 

10
月
15
日
㊏
～
21
日
㊎

新
築
す
る
時
や
増
改
築
す
る
時

は
も
ち
ろ
ん
、
現
在
あ
る
建
築
物

に
つ
い
て
も
建
築
基
準
法
に
適
合

し
て
い
る
か
建
築
士
と
相
談
し
、

安
全
な
建
築
物
づ
く
り
と
住
み
や

す
い
街
づ
く
り
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。こ
の
期
間
中
、「
一
斉
公
開
建
築

パ
ト
ロ
ー
ル
」が
実
施
さ
れ
ま
す
。

と

建
築
課
（
8
階
）

☎
⒇
１
５
８
８
、
Ｆ
⒇
１
６
０
６

浄
化
槽
の
機
能
維
持
の
た
め
に

次
の
こ
と
が
浄
化
槽
法
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
保
守
点
検
（
年
3
回
以
上
）

機
器
の
調
整
や
補
修
、
消
毒
剤

の
補
充
な
ど
、
浄
化
槽
を
正
常
に

機
能
さ
せ
る
た
め
の
点
検
。

・
保
守
点
検
は
千
葉
県
に
登
録
さ

れ
て
い
る
浄
化
槽
保
守
点
検
業

者
に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

○
清
掃
（
年
1
回
以
上
）

浄
化
槽
の
機
能
低
下
や
悪
臭
の

原
因
と
な
る
汚
泥
な
ど
の
抜
き
取

り
と
清
掃
。

・
清
掃
は
長
生
郡
市
広
域
市
町
村

圏
組
合
の
許
可
を
受
け
た
浄
化

槽
清
掃
業
者
に
委
託
し
て
く
だ

さ
い
。

○
法
定
検
査
（
年
1
回
）

浄
化
槽
の
維
持
管
理
が
適
切
に

行
わ
れ
、
正
常
に
機
能
し
て
い
る

か
を
確
認
す
る
た
め
の
検
査
。

・
法
定
検
査
は（
公
社
）千
葉
県
浄

化
槽
検
査
セ
ン
タ
ー（
０
４
３
‐

２
４
６
‐
６
２
８
３
）に
申
し
込

み
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
合
併
浄
化
槽
へ
の
切
り
替
え
を

浄
化
槽
に
は
、
ト
イ
レ
か
ら
の

排
水
だ
け
を
処
理
す
る
単
独
処
理

浄
化
槽
と
、
ト
イ
レ
や
台
所
、
風

10
月
1
日
は
浄
化
槽
の
日
で
す

呂
場
な
ど
か
ら
出
る
す
べ
て
の
排

水
を
処
理
す
る
合
併
処
理
浄
化
槽

が
あ
り
ま
す
。

単
独
処
理
浄
化
槽
や
く
み
取
り

便
槽
を
使
用
し
て
い
る
方
は
、
環

境
へ
の
負
荷
を
減
ら
す
た
め
、
合

併
処
理
浄
化
槽
に
切
り
替
え
ま

し
ょ
う
。

◆
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
補
助

市
で
は
、
単
独
処
理
浄
化
槽
ま

た
は
く
み
取
り
便
槽
か
ら
合
併
処

理
浄
化
槽
に
転
換
す
る
場
合
、
そ

の
設
置
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て

い
ま
す
。
補
助
の
要
件
等
、
く
わ

し
く
は
設
置
工
事
の
前
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
補
助
金
額

・
単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
の
転
換

=

39
万
円

・
く
み
取
り
便
槽
か
ら
の
転
換

=

31
万
円

と
環
境
保
全
課
（
６
階
）

☎
⒇
１
５
０
４
、
Ｆ
⒇
１
６
０
４

お
知
ら
せ

千葉県最低賃金が改正
平成28年10月１日から
時間額　842円

（従来の817円から25円引上げ）
お問い合わせは、
　千葉労働局労働基準部賃金室
　☎０４３（２２１）２３２８
※24時間テレフォンサービス
　☎０４３（２２１）４７００へ。
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呂
場
な
ど
か
ら
出
る
す
べ
て
の
排

水
を
処
理
す
る
合
併
処
理
浄
化
槽

が
あ
り
ま
す
。

単
独
処
理
浄
化
槽
や
く
み
取
り

便
槽
を
使
用
し
て
い
る
方
は
、
環

境
へ
の
負
荷
を
減
ら
す
た
め
、
合

併
処
理
浄
化
槽
に
切
り
替
え
ま

し
ょ
う
。

◆
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
補
助

市
で
は
、
単
独
処
理
浄
化
槽
ま

た
は
く
み
取
り
便
槽
か
ら
合
併
処

理
浄
化
槽
に
転
換
す
る
場
合
、
そ

の
設
置
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て

い
ま
す
。
補
助
の
要
件
等
、
く
わ

し
く
は
設
置
工
事
の
前
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
補
助
金
額

・
単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
の
転
換

=

39
万
円

・
く
み
取
り
便
槽
か
ら
の
転
換

=

31
万
円

と
環
境
保
全
課
（
６
階
）

☎
⒇
１
５
０
４
、
Ｆ
⒇
１
６
０
４

■市民相談 執務時間内/場所・問合せ=生活課（2階）☎（20）1505
■結婚相談（登録制） 執務時間内/場所・問合せ=生活課（2階）☎（20）1505
■無料法律相談
　（予約制・民事）

10月13日㊍、13時～15時/場所=1階102会議室
10月25日㊋、13時～15時/場所=5階505会議室/問合せ=生活課（2階）☎（20）1505

■交通事故相談（予約制） 10月28日㊎、10時～15時/場所=5階505会議室/問合せ=生活課（2階）☎（20）1505

■人権・行政相談 10月11日㊋、13時～16時/場所=市役所5階505会議室
10月27日㊍、13時～16時/場所=本納公民館/問合せ=生活課（2階）☎（20）1505

■消費生活相談 月〜金曜日  9時30分〜16時（12時〜13時までを除く）/場所・問合せ=消費生活センター（生活課内）
☎（20）1101

■歯科相談・栄養相談 （要電話予約）10月3日㊊、11月7日㊊  10時～12時、13時～16時/場所・問合せ=保健センター☎（25）1725
■助産師相談 （要電話予約）10月14日㊎、27日㊍  9時30分～11時30分/場所・問合せ=保健センター☎（25）1725

■6カ月乳児相談 10月27日㊍（平成28年4月生）受付=9時30分～10時、13時30分～14時/場所・問合せ=保健センター
☎（25）1725

■1歳6カ月児健康診査 10月18日㊋（平成27年4月生）受付=13時～13時20分/場所・問合せ=保健センター☎（25）1725

■2歳児歯科健康診査 10月20日㊍（平成26年4月、5月生）受付=9時～10時10分/場所・問合せ=保健センター
☎（25）1725

■3歳児健康診査 10月19日㊌（平成25年4月生）受付=13時～13時20分/場所・問合せ=保健センター☎（25）1725
■健康相談 月～金曜日  10時～12時、13時～16時/場所・問合せ=保健センター☎（25）1725
■子育て相談
　　（予約制）

10月14日㊎10時30分～16時15分、10月21日㊎9時30分～15時15分/内容=子育て、発育、発達に関する
こと/対象=就学前までの親子/場所=保健センター☎（25）1725/問合せ=子育て支援課☎（20）1573

■ことばの相談
（予約制）

１０月１４日㊎、２１日㊎、２８日㊎9時30分～15時／内容＝ことばに関すること／対象＝就学前までの親子／場所＝
保健センター☎（25）1725/問合せ=子育て支援課☎（20）1573

■家庭児童相談
　DV相談 執務時間内/内容=子育て、児童虐待、DVなど/場所・問合せ=子育て家庭相談室（2階）☎（23）5500

■保育相談 月〜金曜日  10時〜15時/場所・問合せ=各市立保育所または子育て支援課（2階）☎（20）1573
■心配ごと相談 毎週水曜日（祝日を除く）  9時〜15時/場所=総合市民センター/問合せ=社会福祉協議会☎（23）1969

■無料法律相談 １０月26日㊌　13時～16時(要電話予約)/場所=総合市民センター/問合せ=社会福祉協議会 ☎（23）1969

■ボランティア相談 執務時間内/場所=総合市民センター/問合せ=社会福祉協議会☎（23）1969

■健康相談 毎週火・水・金曜日13時～16時（行事の都合により、閉室の場合あり）／場所・問合せ＝総合市民センター
☎（24）9511

■家庭教育相談 毎週月・火・水・木曜日　9時〜17時（火曜日のみ9時〜12時） /場所・問合せ=生涯学習課（9階）☎（20）1559
■少年相談 執務時間内/場所・問合せ=青少年指導センター☎（22）4466

■高齢者総合相談
執務時間内/場所・問合せ=茂原市地域包括支援センター☎（20）1583、茂原市みなみ地域包括支援センター
☎（20）2626、茂原市ほんのう地域包括支援センター☎（36）2123、茂原市ちゅうおう地域包括支援センター
☎（26）7525

■無料法律相談 千葉県では無料法律相談を実施しています。/問合せ=県総合企画部報道広報課広聴室☎043（223）2249
■県民相談 執務時間内/場所・問合せ=長生地域振興事務所地域振興課☎（25）7830
■教育相談 執務時間内/場所・問合せ=東上総教育事務所相談室☎（23）4460

■長生健康福祉
　センター

不妊相談、こころの健康相談、精神障害者社会復帰事業（デイケアクラブ）、エイズ相談、HIV等抗体検査、
性感染症検査、肝炎ウィルス検査、骨髄バンクドナー登録受付、腸内細菌検査（検便）、家庭児童相談、母子
父子自立支援などを行っています。/場所・問合せ=長生健康福祉センター（長生保健所）☎（22）5167
※太字は予約制
DV相談（来所相談は予約制）専用電話☎（22）5565
障害のある人への差別に関する相談　専用電話☎（26）1510

相 談 日

介護保険の保険証を交付
　満65歳になる方（昭和26年10月2日～昭和26年11月1日生）は、
第1号被保険者の資格取得となります。10月15日頃までに保険証（被
保険者証）を郵送します。
　お問い合わせは、高齢者支援課（2階）　☎（20）1572、FF（20）1610へ。

満75歳の誕生日から後期高齢者医療の対象に
　満75歳になる方（昭和16年10月2日～昭和16年12月1日生）は、現在
加入の健康保険を脱退し、誕生日当日から後期高齢者医療制度に加入す
ることとなります。今月末までに保険証（被保険者証）を郵送します。
　お問い合わせは、国保年金課（2階）　☎（20）1503、F（20）1600へ。

今月の納期
●市県民税（第3期）
●国民健康保険税（第4期）
■納期限は、10月31日㊊
※コンビニエンスストアでも納付できます。 
※納税には便利な口座振替をご利用ください。
 お問い合わせは、収税課（2階）

  ☎（20）1578、 F（20）1609へ。
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名　称 曜　日 時　間 内　容 場　所 連　絡　先

会
員
募
集

❶ 茂原NPD(茂原ノートパソコ
ン同好会) 第1・3月曜日 14時～16時

ワード(写真貼付等)・エクセル(表計算)・その他／対象＝ノート
パソコン(ビスタ＆ウィンドウズ７、８)を持参できる方／費用＝
月1,750円(会費含む)

中央公民館 ☎090-3472-3791 
白土(シラト)

❷ 歌謡ひぐらし会 第1・2火曜日 12時～16時 カラオケ愛好者の集い（通信カラオケＤＡＭを使用）／対象＝一般／
費用＝月1,500円（別途入会金1,000円） 東部台文化会館 ☎080-5458-4195 

吉田
❸ 茂原ウクレレクラブ 第1･3金曜日 10時～12時 対象＝一般／費用＝月1,000円 東部台文化会館 ☎34-7329　川田

❹ 混声合唱団「笹舟コーラス」 第2・4木曜日 10時～12時 心が豊かになる曲を楽しく歌う／対象＝一般（初心者歓迎）／費
用＝月500円 総合市民センター ☎23-3374　白橋

❺ 茂原市中国語学習会 毎週日曜日 13時～15時（中級） 
15時～17時（初級）

中国人講師による中国語学習／対象＝一般／費用＝4カ月
10,000円 総合市民センター ☎090-8743-7725 

長野

❻ 愛唱歌の会「うたのわ」 第1・3火曜日 10時～12時 愛唱歌の作詞家・作曲家シリーズ、発声の基本等／対象＝一般／
費用＝月2,000円（資料代別）／講師＝新村道子氏 総合市民センター ☎080-6644-3753 

山田

❼ 愛唱歌の会「うたのつばさ」 第1・3木曜日 10時～12時 愛唱歌～歌は世につれ世は歌につれ～、コーラス初歩入門／対象＝
一般／費用＝月2,000円（資料代別）／講師＝新村道子氏 総合市民センター ☎080-3381-4039 

鎗田

❽ コーロ・カンターレ 第1・2・3金曜日 9時30分～
12時30分

中田喜直合唱曲、女声「アダムとイブ／谷川俊太郎」他／講師＝
新村道子氏／対象＝一般女性／費用＝月3,000円／見学歓迎 総合市民センター ☎090-1810-7194 

笠木

❾ 盆栽教室 第1・3木曜日 13時～16時 盆栽の管理、松、雑木類の手入れ、植替え、剪定／対象＝一般／
費用＝月1,500円 総合市民センター ☎23-0324　平野

� 四季彩会（日本画教室） 第2・4水曜日 9時30分～
12時30分

構図、配色、表現技法などの基礎・基本を学ぶ。各種作品展への
出品／対象＝一般／費用＝月1,000円 総合市民センター ☎23-8355　松村

� 茂美会 第2・4金曜日 10時～15時 洋画全般(油絵、水彩、パステルなど) ／対象＝一般（初心者・男
性歓迎）／費用＝3カ月5,000円（別途材料費） 総合市民センター ☎090-2408-8292 

松尾

� 書道クラブ 第1・3火曜日 14時～16時 毛筆の手本練習／対象＝一般（初心者歓迎）／会費＝月1,500円／
見学可 豊岡福祉センター ☎34-8419　金沢

� もばら少年少女合唱団 毎週土曜日 14時30分～
15時30分

12月26日、市役所ロビーにてクリスマスコンサートの参加者募
集／対象＝5歳～高校生／費用＝2,000円（参加費） 緑ヶ丘小学校 ☎090-3816-5059 

高橋

イ
ベ
ン
ト

❶ ボランティア菜の花会 10月1日㊏ 13時30分～
15時30分

ビーズで指輪作り／対象＝一般／定員＝20人（先着順）／費用＝無料／持
ち物＝老眼鏡 総合市民センター ☎23-8958　二見

❷ 第2回健幸まつり 10月2日㊐ 9時30分～16時 幼児から高齢者まで、健康や運動について楽しく学び、体験する
イベント／対象＝一般／参加費＝無料

勝浦市芸術文化交流セ
ンター・キュステ

☎0470-73-5956　 
勝浦スポーツクラブ 猪込

❸ カラオケ発表会 10月2日㊐ 10時～17時 演歌サークル（愛好会・演友会・ひぐらし会・水曜会）によるカ
ラオケ発表会（懐メロ、演歌等）／対象＝一般／入場＝無料 東部台文化会館 ☎080-5458-4195 

吉田

❹ 茂原交響楽団第22回ファミ
リーコンサート 10月2日㊐ 14時開演 

（13時20分開場）
チャイコフスキー作曲交響曲5番、スターウォーズよりメインタイトル
など／対象＝一般／入場料＝700円（未就学児無料） 市民会館 ☎23-7176　 

黒葛原（つづらはら）

❺ 楽しく走ろう宣言タイムレー
ス5.4km 10月2日㊐ 9時30分スタート 

（受付8時30分～）
緑ヶ丘周回5.4kmを自分の目標タイムに合わせ、誤差の最も少な
い走者が優勝する大会／対象＝一般／参加費＝500円 緑ヶ丘小学校 ☎090-4936-6971 

茂原健走会　渡会

❻ 豊田コスモスまつり 10月9日㊐ 10時～ コスモス無料摘取り、模擬店、ポン菓子体験ほか/対象＝一般／
費用＝無料／10時に花火があがります

八田堰脇（ムーンレイク
ゴルフクラブ入り口脇）

☎25-6151　八田堰の
環境を守る会　矢部

❼ 体験活動研修と交流のつどい 10月15日㊏～
16日㊐ 10時～翌15時

アウトドアクッキングやレクリエーションの体験など／対象＝短
大生・大学生・専門学校生／定員＝20人／参加費＝2,000円／
持ち物＝要問合せ／申込＝電話のみ（先着順）

県立東金青年の家 ☎0475-54-1301　 
県立東金青年の家

❽
山武長生夷隅地域リハビリ講
演会「全日本女子バレーボー
ル選手の障害と予防」

10月15日㊏ 15時～16時30分
藤田耕司氏（千葉メディカルセンター整形外科・全日本女
子バレーボールチームドクター）による講演会／対象＝一
般（申込不要）／定員＝1,000人（先着順）／費用＝無料

市民会館
☎34-2121　 
公立長生病院総務課　
大木

❾ 草木染め体験 10月15日㊏ 10時～15時
（小雨決行）

自分でデザインして、シルクの布を自然の色で染めてみよう／対
象＝小学生以下保護者同伴／定員＝20人／費用＝1,000円／持
ち物＝要問合せ

千葉県いすみ環境と文
化のさとセンター

☎0470-86-5251　
千葉県いすみ環境と
文化のさとセンター

� みんなでうたおう 
長生・茂原の会 10月16日㊐ 13時30分～

15時30分

アコーディオン・キーボードの伴奏で懐かしい歌などを歌う／
対象＝一般(自由参加) ／費用＝500円／開催予定＝11/20㊐、
12/18㊐、1/22㊐、2/26㊐、3/26㊐

総合市民センター ☎24-5998　宮坂

� 茂原市茶道協会主催 
「季節茶会」 10月16日㊐ 10時～15時 初心者でも楽しめる茶会です。気軽にお越しください／対

象＝一般（初心者歓迎）／費用＝1席500円 総合市民センター ☎24-9837　林

� 日本赤十字社 
防災・減災セミナー 10月18日㊋ 9時～12時30分 防災・減災について、赤十字防災ボランティアについて、非常食

の試食など／対象＝一般／費用＝無料 総合市民センター
☎36-2064　赤十字防
災ボランティア茂原市
地区協議会　高場

� 鳥
とりうみまさこ

海仁子ソプラノ・リサイタル 10月22日㊏ 14時開演
（13時30分開場）

からたちの花、万霊節など／対象＝一般／入場料＝前売2,000円
（当日2,500円）高校生以下1,000円 東部台文化会館 ☎24-1264　鳥海

� 第27回茂原市社会福祉大会 10月22日㊏ 13時30分～16時
社会福祉功労者顕彰、記念講演「楽しく食べて、健康に！」／講
師＝妻谷勝弘氏（キューピー株式会社）／対象＝一般／入場＝無
料／手話通訳・託児サービスあり

総合市民センター ☎23-1969 茂原市社会
福祉協議会

� 千葉県産天然ガス見学会 10月22日㊏ 9時～11時30分 千葉県で産出される天然ガスについての見学会／対象＝一般／定
員＝20人／費用＝無料／申込締切＝10月14日㊎ 関東天然瓦斯開発㈱ ☎23-1313　関東天然

瓦斯開発㈱　山口

� 家族介護教室 10月22日㊏ 13時30分～16時 「介護予防運動と体力測定」／対象＝一般／定員＝30人／費用＝
無料 もばら和光苑 ☎27-1022

もばら和光苑

� 行政書士による無料相談会 10月23日㊐ 10時～16時 相続手続、遺言書作成、各種許認可申請に関すること／対象＝一
般（予約不要）／費用＝無料 市役所市民室

☎0475-33-3885 
千葉県行政書士会　
長夷支部　豊田

� 無料調停相談 10月23日㊐ 10時～15時 金銭、土地、建物、交通事故、離婚、相続などの悩みごと相
談／対象＝一般（予約不要）／費用＝無料 (1件30分程度 ) 総合市民センター

☎0475-42-3531 
千葉地方・家庭裁判所
一宮支部

� 地元演奏家による第24回ピア
ノフェスティバル 10月23日㊐ 13時開演 

（12時30分開場）
ピアノ独奏、連弾、その他／対象＝一般／費用＝500円／その
他＝出演者募集10月7日㊎必着 東部台文化会館 ☎080-6733-1248　

茂原市ピアノ協会

� 第58回全国社会教育研究大会
千葉大会

①10月27日㊍ 
②10月28日㊎

①12時～17時 
②9時15分～12時

①アトラクション・講演会・シンポジウムなど、②5つの分科会
に分かれての語り合い／対象＝社会教育に関心がある方（申込不
要）／定員＝なし／参加費＝5,000円

①千葉県文化会館 
②TKPガーデンシティ
千葉

☎043-223-4072　
千葉県教育庁教育振興
部生涯学習課

� 健康生活推進員さんの「生涯
骨太クッキング教室」 10月28日㊎

9時30分～
13時30分 

（受付9時15分～）

摂ろう！カルシウム（チーズとポテトのサラダ、ピカタなど）／
対象＝市内在住者／定員＝25人／費用＝500円／持ち物＝要問
合せ／申込締切＝10月21日㊎

保健センター ☎25-1725　
保健センター

� 第9回ぐるっと大網30km
ウォーク参加者募集 10月29日㊏

7時30分～
15時40分 

（小雨決行）

初の海コース！みんなでウォーキングを楽しみませんか？／対
象＝一般／参加費＝一般2,000円、18歳未満1,000円／申込締
切＝10月15日㊏

大里綜合管理㈱駐車場
木の花幼稚園

☎0475-72-3393　
ぐるっと大網30km
ウォーク実行委員会　

� 第21回定期演奏会 
茂原混声合唱団「四季」 10月30日㊐ 14時開演 

（13時30分開場）
曲目＝混声合唱組曲「心の四季」、「世界に一つだけの花」ほか／
対象＝一般／入場料＝1,000円（全席自由） 東部台文化会館 ☎090-1402-6257　

富田

� 第7回親塾セミナー 11月5日㊏ 13時～16時
若者への接し方や声かけ方法、親子の関係修復などの悩み解消方
法を伝授／定員＝100人（先着順）／費用＝無料／申込締切＝11
月4日㊎16時

総合市民センター
☎23-5515　
ちば南東部地域若者サ
ポートステーション

� 楽らく介護術～介護は無理なく、
介護専門職と一緒に～ 11月6日㊐ 10時～15時 車椅子体験、高齢者疑似体験、介護相談、介護用品展示ほか／対

象＝一般／費用＝無料
茂原ショッピングプラ
ザ・アスモ

☎043-248-1451　
千葉県介護福祉士会事務局

� ニチイオータムフェスタ 11月6日㊐
（雨天11月13日㊐） 10時～16時

ブリザーブドフラワーを使ったフラワーアレンジメント、わん
ちゃんふれあいコーナー、健康体験コーナー、お買い物コーナー
など／対象＝一般／入場＝600円

レイクウッズガーデン
ひめはるの里

☎03-3291-8952　
㈱ニチイケアパレス

� 健康増進教室 11月20日㊐ 10時～12時 
（受付9時30分～）

「太らない！やせない！転ばない！～リハビリの観点から見る食事
と運動～」／対象＝一般／定員＝30人（先着順）／費用＝無料／受
付＝10月3日㊊から（平日9時～17時）

茂原中央病院 ☎25-7247　清水

会員募集・イベントコーナーの原稿についてのお願い
●会員募集・イベントとも内容を簡潔にご記入ください。　●連絡先は、日中連絡のとれる電話番号をご記載ください。
●会員募集は、公平性の観点から1団体年間2回以内の掲載とします。　●会員募集は、市内の公共施設等で活動している団体のみの掲載とします。
●イベントコーナーは広く市民に参加を呼びかけるものです。主催者の会員が主に参加者となるイベントは掲載をご遠慮ください。
★会員募集・イベントの転載については、主催者等に確認をお願いします。

●
内
容
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
直
接
各
代
表
者
へ
。

●
掲
載
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　

秘
書
広
報
課
（
3
階
） 

☎
⒇
１
５
１
２
、  

Ｆ
⒇
１
６
０
１
へ
。

●
12
月
1
日
号
掲
載
の
原
稿
の
締
め
切
り
は
10
月
25
日
㊋
で
す
。

14



今
回
は
安
政
大
地
震
と
関
連
し
た

三
通
の
古
文
書（
史
料
１
～
３
）で
す
。

安
政
二
年（
一
八
五
五
）
十
月
二
日
の

夜
、
江
戸
を
中
心
に
大
地
震
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
被
害
は
甚
大
な
も
の

で
、
中
善
寺
村
の
領
主
廣
戸
家
の
屋

敷
も
被
災
し
ま
し
た
。

最
初
の
史
料
は
、
地
震
の
あ
っ
た

安
政
二
年
の
十
二
月
六
日
に
出
さ
れ

た
も
の
で
す

下
知
申
渡
（
史
料
１
）

一
、
此
度
地
震
ニ
而
御
住
居
向
皆
潰

之
上
被
成
御
類
焼
候
ニ
付
、
右
御
入

用
別
段
金
五
両
ニ
申
付
候
へ
ハ
、
被

得
其
意
厚
御
請
上
納
可
被
致
候
、
御

下
ヶ
金
之
儀
者
来
ル
辰
年
収
納
之
内

ニ
而
引
下
ヶ
可
請
依
而
下
知
申
渡
置

候
如
件
、

卯
十
二
月
六
日

廣
戸
半
十
郎
内
宮
内
武
平
（
印
）

中
善
寺
村

　

名
主　

善
左
衛
門（
以
下
略
）

す
な
わ
ち
、
廣
戸
半
十
郎
の
屋
敷

が
、
地
震
で
壊
滅
し
た
う
え
に
火
事

に
も
見
舞
わ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
、

そ
の
再
建
費
用
と
し
て
、
中
善
寺
村

●偶数月は「俳句・短歌・川柳」を、奇数月は「詩」を掲載しています。
●投稿は楷書でお願いします。 作品・氏名にふりがなをふってください。
※俳句、短歌、川柳の原稿送付先
　〒297-8511  茂原市道表1番地  茂原市役所秘書広報課宛「文芸コーナー」と朱書きしてください。

か
ら
特
別
に
金
五
両
を
上
納
す
る
内

容
の
命
令
書
で
す
。

次
に
紹
介
す
る
の
は
、
地
震
後
約

十
カ
月
た
っ
た
翌
安
政
三
年
八
月
の

史
料
で
す
。

申
付
之
覚
（
史
料
２
）

御
知
行
所
名
寄
帳
去
ル
卯
年
地
震

之
節
損
シ
候
付
見
分
ヶ
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候
、
右
ニ

付
写
替
申
付
旨
被
仰
渡
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間
、
其
御

知
行
所
ニ
而
取
扱
候
名
寄
帳
高
反
別

字
訳
等
相
改
紙
者
西
之
内
堅
紙
認
メ

袋
綴
ニ
い
た
し
名
主
組
頭
百
姓
代
立

会
之
上
相
改
候
而
調
印
い
た
し
当
月

中
ニ
持
参
上
納
可
被
致
候
、
其
節
書

写
候
名
寄
帳
元
帳
と
も
持
参
い
た
し

為
引
合
可
申
候
、
此
段
申
達
可
候
間
、

被
得
其
意
右
認
メ
方
落
字
な
く
停マ

マ

嚀

ニ
拵
仕
立
差
出
可
申
此
段
申
達
候
、

以
上

八
月
十
七
日

廣
戸
半
十
郎
内
宮
本
武
平（
印
） 

　

名
主
代

年
寄　

久
我
善
左
衛
門
殿
（
以
下

略
）こ

れ
は
、
前
年
の
地
震
の
た
め
、

廣
戸
家
が
持
っ
て
い
た
中
善
寺
村
の

土
地
台
帳
で
あ
る
「
名
寄
帳
」
が
焼

失
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
中
善
寺
村

に
あ
る
控
を
元
に
再
提
出
す
る
よ
う

に
申
し
付
け
た
も
の
で
す
。

最
後
に
史
料
２
か
ら
約
二
ヵ
月
後

の
十
月
に
領
主
廣
戸
半
十
郎
よ
り
出

さ
れ
た
書
状
を
紹
介
し
ま
す
。

文
芸
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ー
ナ
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（
史
料
３
）

一
筆
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啓
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候
、
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而
寒
冷
相
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弥
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御
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異
罷
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珍
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候
、
自
分
壱
門
之
者
共
無
異
是
有
候
、

然
者
八
月
廿
五
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夜
大
風
雨
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田

畑
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荒
之
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今
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越
候
趣
者
承
知

致
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且
又
自
分
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昨
年
地
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之
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皆
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、
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々
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間
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頼
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廣
戸
半
十
郎
正
勝
（
花
押
）

名
主　

善
左
衛
門
殿
（
以
下
略
）

こ
の
書
状
は
、
中
善
寺
村
か
ら
、

風
雨
に
見
舞
わ
れ
田
畑
が
荒
れ
て
し

ま
っ
た
こ
と
の
報
告
に
対
す
る
返
書

で
す
が
、
廣
戸
家
が
、
震
災
の
被
害

か
ら
一
年
を
経
過
し
て
も
依
然
と
し

て
復
興
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
書
か

れ
て
い
ま
す
。
江
戸
で
の
安
政
大
地

震
の
被
害
状
況
に
つ
い
て
は
、
研
究

が
あ
り
ま
す
が
、
震
災
後
の
復
旧
に

つ
い
て
は
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
も
、
こ

の
三
通
は
、
貴
重
な
も
の
と
い
え
ま

し
ょ
う
。
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防災・防犯に関する情報を携帯電話にメールで配信

もばら安全安心メールを
　　　　　　ご利用ください

◆パソコンやスマートフォンからは、
　「茂原市公式ウェブサイト」→「もばら安全安心メール」
◆スマートフォン以外の携帯電話からは、
　右の二次元コード

登 録

※高齢者等を対象に、防災情報を自宅の電話・ファックスに配信するサービスも行っています。
　お問い合わせは、総務課☎（20）１５１９、Ｆ（20）１６０２

フリーアクセス　　しみんは　　１ １ ９

●携帯電話、
　P H Sからは

災害情報確認

【利用例】
●NHK総合テレビのデータ放送⇨
　「dボタン」⇨「地域の防災・災害情報」
　⇨「避難情報」で確認。

●Yahoo!Japan⇨「天気」⇨「避難情報」
　⇨「都道府県を選択」⇨「千葉県」で確認。

　茂原七夕まつりやタッチバレーボールをはじめと
するイベントで、「茂原ＹＥＧ」と書かれたのぼり旗
やポロシャツを着ている人たちを目にしたことがあ
りませんか？今回紹介するのは、今茂原で最も活
気があると言っても過言ではない、茂原商工会議
所青年部のみなさんです。
　茂原ＹＥＧとは、茂原商工会議所青年部の略称
で、商工会議所活動の一翼を担い、地域の経済
的発展の支えとなり、豊かで住みよい郷土づくりに
貢献することを目的に昭和58年に結成されました。
現在会員数は90人。これは、県内の同規模の市と
比べて多く、女性会員数も15人と多いことも特色で
す。平成26年には、少子高齢化や人口減少などの
時代の流れにより過去最少の17人にまで減少。し
かし、「会員大拡大」の方針のもと、地道な勧誘
で仲間が仲間を呼び、この2年間の伸び率は日本

一です。この多くの仲間の力は、地元特産の本納
ネギを使った「星のソース」作成など、新たな道へ
踏み出す原動力となりました。
　最後に金丸会長は、「個々の事業や商工会議所
はもちろんのこと、さらに茂原市を盛り上げていき
たい。みんなの隣には青年部がいる！」と力強く話
してくれました。今後も茂原ＹＥＧは、地域を活性
化するためにあるべき姿を示し、未来への道のス
タートラインであり続けます。

茂原商工会議所青年部

茂原Ｗ
う

Ａ
ぇ

Ｙ
い

茂原らしく切り開く未来への道

▲星のソースＰＲにも力を注ぎます（中央、金丸会長）

▲ＹＥＧとは、「若き起業家集団」の英語名の頭文字

いきいき
仲 間 たち

《内科系》 《外科系》

10月2日㊐ 山 之 内 病 院
☎25ー1131

菅 原 病 院
☎25ー1171

10月9日㊐ 上 茂 原 診 療 所
☎25ー2510

塩 田 記 念 病 院
☎35ー0099

10月10日㊊ 豊栄元氣クリニック
☎40ー4884

宍 倉 病 院
☎24ー2171

※都合により、変更する場合があります。救急患者の方が優先となります。

中央消防署指揮情報係☎ Ｆ へお問い合わせください。

こども急病電話相談　　実施：千葉県
お子さんの急な病気で心配なとき、看護師・小児科医が電話でアドバイスします。

（プッシュ回線・携帯電話）

●防災行政無線が
　再確認できます ０１２０（４３８）１１９

☎０４７５（２２）７２９０

19時〜翌6時


